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　2012年３月の退職を間近に控えた前年12月のこと、
前所長の齋藤清機先生から「来年度から放送大学岡山
学習センターの客員教員になりませんか？」と声をか
けていただきました。「放送大学の学生さんは熱心に
勉強されますよ。」という齋藤先生の一言でこの話は
受けようと思いました。
　それまで何十年間も岡山大学工学部電気電子工学科
で半導体とその関連材料やデバイスについて教えてき
た中でいくつか心がけたことがあります。それは、
　⑴�　教えたいテーマについてできるだけ本質的なこ
と、原理的なことを教える。

　⑵�　できるだけ直感的なわかりやすい説明を心がけ
る。

　⑶�　そのテーマに関して応用面も含めて、できるだ
け身近に感じてもらうような工夫をする。

　以上の考えの根底にあるのは、物事の原理的な本質
を理解して、その影響が自分の身の回りに及んでいる
ことを知れば、学生さんたちはそのテーマに興味を持
ち、放っておいても自ら調べて学習するのではないか
という期待です。上記⑴～⑶は互いに関連があります。
原理がわかればその応用に興味を持つでしょうし、応
用のおもしろさがわかれば原理をさらに深く理解する
でしょう。重要なことは、いかに興味を感じてもらう
かだと思います。
　このように、退職まで様々な場面で「教える」とい
う経験を積み重ねて来た中で、ずっと物足りなく感じ
てきたことは学生さんたちの熱意です。時々、興味津々
として輝くような瞳や食い入るような眼差しにはっと
することもありましたが、総じて単位取得が全てであ
るかのような淡泊な印象を受けていました。
　そして2012年３月に退職、翌４月から放送大学岡山
学習センターで「特別セミナー」が始まりました。

学ぶ喜びと教える喜び

岡山学習センター客員教授

上　浦　洋　一

　まず感銘を受けたのは、なんと言っても聴講の皆さ
んの熱意と学習意欲の高さです。それぞれに知的好奇
心と目標を持たれてセミナーに参加されており、凛と
した心地よい緊張感さえ感じられました。セミナーで
は、私の専門である「半導体」について、材料として
の基礎的な性質からダイオード・トランジスターと
いった電子デバイスやソーラーセル・発光ダイオード
のような光デバイスの動作原理などを、基礎的な観点
からわかりやすく解説しました。とっつきにくい半導
体工学に少しでも興味を持っていただくよう説明にも
工夫を凝らしたつもりです。聴講者の皆さんの中には、
企業の技術者だった方もいらっしゃって、逆に専門的
なことを教えていただいたり、年長者の方からは私が
生まれる前の時代のラジオについてお聞きしたりで、
自分でも学ぶことが多々ありました。そのうちに、聴
講者の方からテーマのリクエストをいただいたり、自
分でも勉強したいテーマなどが次々と湧いて出てくる
ようになり、今のところテーマには事欠かない状況で
す。こうした中で、自分で調べかつ学ぶことはたいへ
ん楽しく、新たに知識を獲得する喜びをぜひ他の方々
と分かち合いたいとの思いが、セミナーで皆さんにお
教えする喜びとまさに表裏一体であることに気がつき
ました。つくづく、自分は放送大学の教員として皆さ
んから育てられているのだなと感じています。
　特別セミナーのテーマとしては、ICカード、液晶、
有機EL、ディジタルカメラ、電子レンジ、医療への
応用（X線CT、MRI、PET、重粒子線治療など）、ハ
イブリッド車、燃料電池車、リニア新幹線などを取り
上げています。医療への応用は本年３月のセミナーで
好評だったので、10月の図書館連携講座で一般の方々
にもお話しする予定です。これからも、皆さんととも
に学びそして成長していきたいと願っています。

1

放送大学岡山学習センター

赤レンガ 2014年７月発行

37Vol.



赤レンガ 37Vol.

平成25年度第２学期 卒業生
教養学部 �
秋　田　智　美 池　元　良　三 井　上　弘　子 岡　本　久美子 柏　本　行　則
河　合　陽　一 郡　山　満　子 後　藤　　　愛 坂　本　弘　子 白　神　広　展
瀬戸口　美代子 高　橋　佳　未 谷　　　奈央子 槌　田　惠　子 二　宮　百合香
野　田　美　紀 福　田　考　志 藤　　　惠　子 松　尾　かず子 六　車　公　男
村　上　金　二 山　岡　功　市 山　﨑　裕　晶 横　山　春　美 渡　邉　則　子

青　山　新　吾 井　上　修　司 高　見　博　文
大学院 �

教養学部　　25名�（敬称略・50音順・了承を得られた方のみ氏名掲載）�

大学院　　３名�（敬称略・50音順・了承を得られた方のみ氏名掲載）�

　2012年４月に心理と教育のコースへ３年次編入をしました。きっかけは、「まずは、勉強していないと落ち着
かない性分だった。次に、人や組織や社会の研究を望んでいた。そして、学位取得を望んでいた」ことでした。
　２年間での卒業を決意し、また、卒業研究にも挑戦しました。やりたいことをやり通すのは、想像以上に難し
いです。そして、この経験は、もっと研究したい、まだやることがある、という自信につながっています。

卒業証書・学位記伝達式
日時：平成26年３月23日㈰
　　　11：00～
会場：岡山学習センター６階
　　　講義室２

「目的とかけがえのない人たち」を大切に想うこと。
心理と教育　卒業生 野　田　美　紀

平成25年度第２学期卒業証書・学位記伝達式
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　入学者（大学院39人､ 学部308人）の
うち68人が出席の中､ 開催されました。
　岡田所長の挨拶､ 来賓祝辞､ 卒業生に
よる体験発表､ サークル紹介､ オリエン
テーション等を行いました。

日時：平成26年３月23日（日）13：30～
会場：岡山大学文化科学系総合研究棟
　　　２階 共同研究室

　34年間の保育園勤めを終えて放送大学に編入して３年の月日が流れた。念願の卒業研究に取り組めた充実感は
口では言い表せない。自分の定年退職後の勉学の目的の大きなものは素晴らしい人々に出会うことであった。４
月１日にドキドキして学習センターに行ったことをはっきり覚えている。「友だち100人できるかな」そんな心境
だった。
　年齢を重ね、時間とお金に不自由なく勉学をすることができる今の自分に言い聞かせていることがある。―彫
刻家の佐藤忠良が語ったこの言葉である。忠良は戦後シベリアに抑留され、その時の体験を娘の佐藤オリエ（女
優）にこう言って聞かせたという。「人間として本当に素晴らしいのは大工の棟梁のような労働者だよ・・・」
学者や日頃エリートだといわれている人々は過酷な運命に耐えられず、互いに憎しみ、傷つけあうか、狂い死に
していった。その中にあって労働者たちは、少ない食糧を分け合い、体力のない者をかばい過酷な労働に耐え、
シベリア抑留生活を生き延びた―。追い詰められた時人間の真価が問われるという。しかし、実際の私は人生が
残り少なくなった今でも何かあるといつもオタオタして見っとも無い。卒園生が見たらがっかりするだろうなと
反省しきり。
　最後に、放送大学には、卒業研究の指導教授をはじめとする素晴らしい先生方や学友がたくさんいました。面
接授業も刺激的で、事務の方にも助けていただきました。みんなに助けられて卒業したことを実感しています。
また、職場の後輩の結婚式に贈ったはなむけの言葉「一生学び続けてください」の言葉にも恥じないように、も
う一度、社会と産業コースに再入学したところであります。

学者と労働者
人間と文化　卒業生 渡　邉　則　子

平成26年度第１学期入学者の集い

　また、物事を客観的に伝えることの大切さを学びました。自分自身以外の人間に、自分自身の幸せを求めるこ
とは無理です。そして、人生は自分自身の主張をどう活かすかで大きく変わるということを、学問を通じて考え
るようになりました。
　今後、学んだことを仕事で活かしていきます。この社会には、人それぞれが、納得して毎日を過ごす環境を整
える必要があると感じます。いろんな情報の本質を見極めて提供する役割があると思い、その役割に私のキャリ
アをつなげ、建設的な議論ができる環境に身を置くことを考えています。
　最後に、学ぶことにも環境が重要です。入学の目的は、人それぞれです。私にとって、放送大学の目的は学生
が学問を修めることです。私には、入学前からのかけがえのない大切な家族、友人知人がいます。その人たちの
ためにも、貴重な時間やお金を無駄にしないことを重視しています。かけがえのない大切な人を想うことは、勉
強する心の支えになることでしょう。
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学内システムについて 『学生生活の栞』（学部：P.111～、大学院：P.95～）

放送大学ホームページ

学内システム

トップページ

トップページ＞認証システム＞キャンパス・ネットワーク・ホームページ

トップページ＞認証システム＞システムＷＡＫＡＢＡ

トップページ＞認証システム＞学生メール（Gmail）

トップページ＞認証システム＞

在学生の方の学修をサポートするために、３つの学内システム（①キャンパス・ネットワーク・ホームページ、
②システムWAKABA、③学生メール（Gmail））を提供しています。

①キャンパス・ネットワーク・ホームページ
　�大学本部や全国の学習センターからのお知らせ、放送授業のインター
ネット配信などを掲載しています。通信指導をインターネット上で提
出する「Web通信指導」も、こちら。

②システムWAKABA
　�学籍情報（学生カルテ）や各種届出、科目登録申請、成績照会、カリキュ
ラムのシミュレーションなどができます。

③学生メール（Gmail）
　��Webブラウザを利用したメールシステムです。専用のメールアドレス
に、大学本部や学習センターからのお知らせ等が届きます。

■学内システムをご活用ください。

ここからスタート

※ 認証システムにログインIDとパスワー
ドを入力することで、在学生専用の３
つのシステムを使うことができます。

キャンパス・ネットワー
ク・ホームページにつ
いて、次のページで詳
しく説明しています。

ログインID：10桁の学生番号
　　　　　　（ハイフン-なし）
パスワード：８桁の生年月日
（例　2014年６月20日→20140620）

学生カルテ
学籍情報が表示されます。

各種願（届出）
住所、所属コース・専攻、
所属センターの変更等が
できます。

科目登録申請
科目登録はこちら。

成績照会
既修得単位の成績が確認
できます。

認証システム
・ログインID
・パスワード

認証システム
・ログインID
・パスワード

認証システム
・ログインID
・パスワード
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４月１5日「キャンパス・ネットワーク・ホームページ」がリニューアルされました。
詳しいマニュアルは、こちらのアドレスよりご覧ください。
アドレス：https://www.campus.ouj.ac.jp/help/manual/cnhp/1866.html
入り方：放送大学ホームページ＞キャンパスネットワークホームページ＞ヘルプ
　　　　＞マニュアル＞キャンパスネットワークホームページ＞学生向け利用者マニュアル
また、実習室と図書室で印刷したものを閲覧いただけます。

岡山学習センターホームページでは、客員教員による学習相談や特別セミナーの日程
などをお知らせしています。また、各種申請書のダウンロードもできます。
リンク先の「放送大学岡山学習センターのブログ」には、所長や客員教員の先生方の
記事を掲載しております。ぜひ、ご覧ください。

■キャンパス・ネットワーク・ホームページが新しくなりました。

■岡山学習センターホームページ

岡山学習センターホームページアドレス　
　➡http://www.campus.ac.jp/~okayama/index.html

４/15に
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◆資料室
印刷教材の正誤表・テレビ・
ラジオ授業ネット配信、単位
認定試験問題・解答、卒業研
究資料を見ることができます。

◆ヘルプ
よくある質問と回答や、キャ
ンパス・ネットワーク・ホー
ムページのマニュアルを見る
ことができます。

◆学習室
学習に必要な情報を科目別に
見ることができます。質問箱
から担当の先生に質問するこ
ともできます。

◆談話室
科目別に先生と学生がコミュ
ニケーションできます。※２
学期以降に一部の科目につい
て試行的に運用予定。

◆大学からのお知らせ
放送大学本部からのお知らせ
を見ることができます。

◆Web通信指導
Webで通信指導が提出でき
ます。

◆単位認定試験問題解答
単位認定試験の問題・回答・
解説を閲覧できます。

◆履修科目／参加ゼミ
履修している科目、参加して
いるゼミが表示されます。科
目名をクリックすると、学習
室画面へ移動します。

◆テレビ授業科目
ネット配信

◆メール（Gmail）
学生専用のメール画面を表示
します。未読のメールがある
場合には、ＮＥＷ　が表示さ
れます。

◆事務室
学生生活、学習全般、各種手
続き、セミナーハウスなどの
附属施設に関する情報をみる
ことができます。

◆学習センターからのお知らせ
所属の学習センターからのお
知らせが表示されます。

◆面接授業案内
面接授業ホームページに移動
できます。

◆カレンダー
履修科目のテレビ・ラジオ放
送授業の放送時間や単位認定
試験の日程が表示されます。

◆ラジオ授業科目
ネット配信

◆システムＷＡＫＡＢＡ

ここで記事を
検索できます。

質問箱の回答
はこちら

ＷＥＢ通信指
導はこちら
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放送授業について
４月１日から始まった１学期の放送授業。週に１回、45分、全15回の授業番組も後半を迎えています。６月４
日締め切りの通信指導は提出されましたか？

『学生生活の栞』（学部：P.63～）

『学生生活の栞』（学部：P.56～）

放送授業を科目登録し、通信指導の合格により受験資格を得た方は、単位認定試験を受験することができます。
（通信指導の合否結果は「単位認定試験通知（受験票）」によって通知されます。）

次学期に履修する授業科目は、前学期中に科目登録することになっています。①「科目登録申請票」を大学本
部に郵送する方法と、②「システムＷＡＫＡＢＡ」（インターネット）で科目登録申請する方法があります。
どちらかの方法で申請してください。

■単位認定試験に向けて

■次学期の科目登録申請について

事務室窓口で申請書類を配付しています。卒業研究の履修をご希望の方は事務室までお越しください。
申請書提出期間：８月１８日（月）～８月２６日（火）（大学本部必着）

⃝平成27（2015）年度卒業研究申請書の提出について

出題範囲：�第１回から第15回までの放送授業とそれに対応す
る印刷教材の範囲です。

出題形式：�試験の約１か月前に各学習センターに掲示、また
キャンパス・ネットワーク・ホームページに掲載。

　　　　　受験票送付時にも併せて通知します。
　　　　　（�科目によって、択一式、記述式、両者併用式が

あり、印刷教材等の持ち込みが認められること
があります。）

試験日時：単位認定試験通知（受験票）に記載されています。
　　　　　（「授業科目案内」に記載の時間割による。）
試験当日必要なもの：�単位認定試験通知（受験票）と学生証

が必要です。

①（郵送）「科目登録申請票」による申請期間
　：８月１5日（金）～　８月３0日（土）大学本部必着
②（�インターネット）「システムWAKABA」による申請期間
　：８月１5日（金）９：00～８月３１日（日）２４：00

単位認定試験通知（受験票）が、７月16日（水）になっても到
着しない場合、あるいは紛失した場合は、大学本部（TEL：043-
276-5111（総合受付））に連絡してください。

※�郵送の場合、いったん受け付けた申請内容は、追加、変更、取
り消しはできません。

科目登録申請の後、『科目登録決定通知書』が送付されます。通知書に記載されている授業料を、所定の期日
までに必ず納入してください。
『科目登録決定通知書』が９月14日（日）になっても到着しない場合、あるいは紛失した場合は、大学本部
学生課入学・履修係（TEL：043-276-5111（総合受付））にお問い合わせください。

スケジュール １学期

１　放送授業開始 ４月１日～

２　通信指導の答案提出 ６月４日～

３　�通信指導の結果の返送と試
験通知（受験票） ７月中旬ごろ

４　単位認定試験 ７月下旬
　～８月初旬

5　成績通知 ８月下旬

６　次学期の科目登録申請 ８月下旬

終了

継続中

6



赤レンガ 37Vol.

面接授業について 『学生生活の栞』（学部：P.60～）

『学生生活の栞』（学部：P.56～）

平成26年度１学期の面接授業（岡山学習センター開講科目）に関して、
空席のある科目の追加登録を受け付けています。ご希望の方は、事務室
窓口または郵送にてお申し込みください。なお、一度登録した科目の変
更、取り消しはできません。

⃝次学期に学籍のある方は、前のページの放送授業の科目登録申請と同じ日程です。

⃝�今学期で学籍が終了し、継続入学をお考えの方は、８月１5日（金）９：00～８月３１日（日）２４：00ま
での間に、システムWAKABA（インターネット）で継続入学の出願を行い、同時に面接授業科目登録を行っ
てください。
　ただし、面接授業のみの登録はできません。放送授業を１科目以上科目登録してください。

受付期間内に、学生証、所定の授業料（１科目：5,500円）をお持ちの上、
学習センター事務室までお越しください。

次の①～④を同封して、現金書留で岡山学習センターへ郵送してください。

　①�追加登録申請書（学習センターホームページ、または、キャンパス・ネットワーク・ホームページからダ
ウンロードできます。もしくは、面接授業時間割表の巻末にある申請書をご利用ください。）

　②所定の授業料（現金）
　③返信用封筒（あて先を明記、82円切手貼付のもの）
　④学生証のコピー

■面接授業の追加登録を受け付けています。

■次学期の面接授業の科目登録申請について

⃝岡山学習センター窓口でのお申し込み

▼除籍となる予定の方へ

⃝郵送でのお申し込み

追加登録対象科目（岡山学習センター）

科目登録申請と授業料納入を4
学期間（２年間）連続して行わ
ない場合、自動的に除籍になり
ます。
今学期末で除籍になる予定の方
は、面接授業追加登録が学修を
継続する最後のチャンスです。
空席状況をご確認の上、ぜひご
登録ください。

科目名 授業日 受付期限

法思想史 ７/１９、７/２0 ７/１２

全国各地の学習センターで面接授業
の追加登録が行われています。受講
希望の方は、各学習センターへお問
い合わせください。

7

福山サテライト

広島

香川

鳥取
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学習相談のお知らせ
　学生の皆さんの学習及び修学上の様々の問題について、客員教員の先生方が指導・相談に応じます。
　科目履修方法、学習方法、また放送大学での修学上の疑問や不安、悩みなどについて、皆さんを支援します。
　お気軽に学習相談室をお訪ねください。
　各先生方の担当時間と専門分野は下表の通りです。（月に１～２回程度）
　※詳細は「学習相談・特別セミナー日程表」をご覧ください。

臨床心理学
日曜日
13：00～17：00

岩佐　和典 先生
専　門
相談日

法学
随時
10：00～18：00

岡田　雅夫 先生
専　門
相談日
時　間

社会言語学
木曜日
13：00～17：00

中東　靖恵 先生
専　門
相談日
時　間

生化学
火曜日
13：00～17：00

虎谷　哲夫 先生
専　門
相談日
時　間

有機化学
金曜日
10：00～14：00

酒井　貴志 先生
専　門
相談日
時　間

統計科学
水曜日
13：00～17：00

垂水　共之 先生
専　門
相談日
時　間

英語学
土曜日
10：00～14：00

服部　美佳 先生
専　門
相談日
時　間

園芸学
水曜日
10：00～14：00

桝田　正治 先生
専　門
相談日
時　間

心理学
土曜日
13：30～17：30

岡崎　善弘 先生
専　門
相談日
時　間

電子工学
木曜日
10：00～14：00

上浦　洋一 先生
専　門
相談日
時　間

8
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新任教員からの挨拶

　単位取得に関係なく、どなたでもご参加いただけます。
　申し込み不要・参加費無料です。お気軽にご参加ください。【会場：放送大学岡山学習センター5階or６階】
※�先生の都合で日程に変更が出る場合がございます。その場合には事前に学習センター内の掲示や放送大学岡山
学習センターのホームページなどでお知らせをいたしますので、ご確認のうえご参加ください。

講師名 講　座　名 開　催　日 時　間 概　　　　　　要

虎谷　哲夫
 先生

生化学入門

連続出席が望ましい
５月は図書館連携講座

４月15日

13：30
～

15：00

この特別セミナーでは、生物学を本格
的に学んだことのない社会人を対象に、
バイオテクノロジー関連の情報が理解
できるようになることを目指して、生
化学の基礎について勉強します。

６月17日

7月15日

８月19日

9月1６日

垂水　共之
 先生

データ解析の実践

連続出席が望ましい

学外の方は一度
お問い合わせください。

４月２３日

13：30
～

15：00

フリーの統計ソフト「R」を使ったデー
タ解析のセミナーです。
最近「ビッグ・データ」とか「データ
革命」という用語が普及し始めていま
す。その基礎のためにビッグではない、
普通のデータをどのように眺めればよ
いのか、データからどのようにして埋
もれている情報を取り出せばよいのか、
実際にRを操作しながら勉強していく
セミナーです。

5月２４日

６月1８日

８月２0日

9月17日

特別セミナー（４月～９月）

9

岡
オカ

崎
ザキ

　善
ヨシ

弘
ヒロ

 先生
　2013年１0月に岡山大学に助教（発達心理学）�
として着任しており、2014年４月より岡山学習セ
ンターの客員教員も兼任させて頂くことになりま
した。科学的に心を捉えるとはどういうことなの
か、映像や最新の研究データを用いながら心理学
の世界を紹介したいと思っています。『生涯発達
心理学』では講義だけでなく、様々な人生経験を
お持ちの皆さんとの話し合いの時間を設け、価値
観や視点の多様さに触れながら、生涯発達し続け
る心について一緒に理解を深めていきたいと思っ
ています。

中
ナカ

東
トウ

　靖
ヤス

恵
エ

 先生
　現在、岡山大学大学院社会文化科学研究科（文
学部）に所属しています。専門は社会言語学で、
主に日本語音声の変異・変容研究を行っています。
日本国内では山陽地方（広島、岡山、山口）の方
言研究を、そして海外では南米のブラジルやパラ
グアイに暮らす日系人の日本語の研究を行ってき
ました。最近は日本に暮らす南米系定住外国人の
日本語教育支援に携わっています。一年間どうぞ
よろしくお願いいたします。
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講師名 講　座　名 開　催　日 時　間 概　　　　　　要

桝田　正治
 先生

野菜の生育特性と
その制御法

連続出席が望ましい

４月9日

14：30
～

15：00

野菜の栽培を行うに当たって、個々の
植物としての生育特性を知っておくこ
とはきわめて重要です。ここでは、種
子出芽を植物の生活のスタートと位置
付け栄養成長から生殖成長に至る過程
を計６回に分けて概説しますが、なぜ
そうなのか、どうしてそうしなければ
ならないのかといった点を、Q＆Aセ
ミナー方式を基本にして進めて行きま
す。

5月1４日

６月11日

7月9日

８月６日

9月10日

上浦　洋一
 先生

身近にある電気電子工学
（Ⅰ）

連続出席が望ましい

４月２４日

11：30
～

12：00

電気電子工学の技術が身の回りにある
ものにどのように使われているのかを、
具体的な例を取り上げて説明します。
特に、断片的な知識の羅列ではなく基
礎から理解するという一貫した立場か
ら解説します。

5月２２日

６月19日

7月17日

８月２1日

9月1８日

岡田　雅夫 
 先生

地方自治を考える

９月に図書館連携講座も
あります

４月10日、２４日

13：30
～

15：00

日本国憲法は、その統治機構の中に「地
方自治」を採用しました。これは戦後
日本を占領したアメリカの影響を受け
たものです。この「地方自治」を実現
するために制定された地方自治法は、
その実質においてアメリカの地方自治
と極めて異なる発展を遂げてきている
ように見えます。このセミナーでは、
アメリカの地方自治制度の形成過程を
参照しながら、日本の地方自治を考え
てみたいと思います。新聞その他で、
地方自治に関する話題を収集しておい
てください。

5月15日、２２日

６月1２日、２６日

7月３日、17日

８月1４日、２８日

9月11日、２5日

酒井　貴志
 先生

化学の目で見る
自然と環境

連続出席が望ましい

４月２5日

10：30
～

12：00

自然が作り出したものや生活の中にあ
る人工のいろいろな物質を、目に見え
ない分子という微小のレベルまで遡っ
て理解することにより新しい世界が開
けてくる。化学がいかに生活、食品、
健康などに関係しているかを理解する。

5月２３日

６月２0日

7月1８日

８月２9日

9月19日

10
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講師名 講　座　名 開　催　日 時　間 概　　　　　　要

服部　美佳
 先生

生きた英語への扉

４月5日

15：00
～

16：30

『オズの魔法使い』をごらんになった
ことがありますか。今でも新聞や雑誌
で取り上げられるセリフが多く、英語
の文化としてはずせないクラシックな
作品です。今年度はこの映画を使用し、
音読を行います。レベルは問いません。

5月２４日

６月1４日

7月5日

８月9日

9月６日

岩佐　和典
 先生

臨床心理学の最前線

連続出席が望ましい
6月は図書館連携講座

４月２7日

15：00
～

16：30

本セミナーでは、人間のもつ感情に関
する心理学的研究を紹介し、その意味
するところを解説していく。感情一般
の性質や、一つ一つの感情に関する基
礎的な知見に加え、それらの感情にま
つわる臨床心理学的な話題にも言及し
ていく。

5月1８日

7月６日

８月３1日

9月17日

中東　靖恵
 先生

日本語の音声・音韻
研究へのいざない

４月３日

13：30
～

15：00

この特別セミナーでは、日本語の音
声・音韻に関するさまざまな現象を通
して、その諸特徴を理解できるように
なることを目指し、日本語音声学・音
韻論の基礎について勉強します。

5月1日

６月5日

7月３日

８月7日

9月４日

岡崎　善弘
 先生

生涯発達心理学

４月２６日

13：30
～

15：00

この特別セミナーでは、講義と議論の
２部構成で進めていきます。前半では
講義を通して生涯発達心理学の概要を
学び、後半では各テーマに関連する映
画の視聴、各参加者の意見を相互に聴
き合う交流を通して、多様な観点から
生涯発達心理学の理解を深めていく予
定です。

5月２5日

６月２８日

7月1３日

８月３0日

9月1３日

11
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クラブ名 日　　時 内　　　　　　　容

硬式テニスクラブ 原則毎週日曜日
14：00～

場所：岡山大学工学部テニスコート
技術に関係なくどなたでもご参加ください。

英会話クラブ 毎月第２・第４土曜日
13：00～18：00

ネイティブゲストを招いてのフリートークを行っています。
英語を話すチャンスです☆

パソコンクラブ 毎月第1・第３土曜日
13：00～18：00

コミュニケーションインフラとしてのパソコン勉強会や、
各種講座を行い、会員どうしの交流を図っています。

俳句クラブ 毎月第４日曜日
午後

学生同士で楽しく学びあう精神をモットーに和やかな句会
を開いています。

カメラクラブ 原則毎月第２日曜日
13：00～16：00

一緒に楽しみながら写真力をＵＰしましょう。撮影会や宴
会、各種行事に参加してください。作品は大学内に展示で
きます。

中国語クラブ
月２回例会、

第1・第３日曜日
13：00～15：00

楽しい雰囲気で勉強しています。
語学だけでなく、中国の生活や歴史、旅行等も行います。

日常の心理クラブ 毎月第1土曜日
10：30～12：30

毎月1回、心理学関連の講座を楽しんでいます。
講師は自薦・他薦で会員が務め、これもいい勉強になります。

インドネシア語クラブ 原則毎週水曜
14：00～16：00

とにかくおしゃべり（対話）を楽しむクラブです。岡山在
住のインドネシア人とも触れ合う機会有り。

文学クラブ 月1回例会 自分の好きな本や読みたい本を題材に話し合いをしたり、
詩や小説を創作したりしています。

サークル紹介

岡山県立図書館連携講座のご案内

開催場所：岡山県立図書館２階　デジタル情報シアター
参加費は無料、お申し込みは岡山県立図書館（TEL：086-224-1286/FAX：086-224-1208）まで

日　　　　時 演　　　　　　　　題 講　　師

　６月２1日 13：30～15：00 恐怖の心理学 岩佐　和典 先生

　7月19日 13：30～15：00 ビッグデータ時代の統計学 垂水　共之 先生

　9月1３日 13：30～15：00 地方自治と地方分権 岡田　雅夫 先生

10月1８日 13：30～15：00 医用物理学入門　－がん検診・治療への応用－ 上浦　洋一 先生

11月　1日 13：30～15：00 芽が出る根が出る花が咲く 桝田　正治 先生

1２月２0日 13：30～15：00 クリスマスソングと英語 服部　美佳 先生

　1月10日 13：30～15：00 地域のことばとことばの変化 中東　靖恵 先生

　２月　7日 13：30～15：00 生体における抗酸化の仕組み 酒井　貴志 先生

　３月1４日 13：30～15：00 子どものココロ、大人のココロ 岡崎　善弘 先生

12
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　同窓会では、放送大学叢書の割引販売を行っています。叢書の種類は、現在22冊を数えています。前々回から
叢書の内容紹介を行っています。今回は、「安全で良質な食生活を手に入れる」についての紹介です。

「安全で良質な食生活を手に入れる」　時子山ひろみ 著　定価　￥1,700円（税別）

　戦後の食糧難の時代から、高度成長期、バブル期を経て、経済の縮小と共に育ってきた著者が、食糧経済の考
え方「フードシステム」を通して、食生活の安全性を確保するために提言していらっしゃる書です。
　大型チェーン店の登場に加えて、中食と呼ばれる調理済み食品の利用等、食事の多くのプロセスが家庭外のビ
ジネスの世界に移されて、食生活も大きく変化しています。
　自家製の品で彩られた時代から、スーパー等の流通革命によって、いつでも多様な食べ物を楽に手に入れるこ
とができるようになった今、本書は、このように便利な世の中になった中で、私たち消費者が、安全で良質な食
生活をいかに手にできるのかを考える上でのヒントを提供してくれる一冊だと思います。（以上Y.N.記）
　叢書の件につきましては、「ja４pml@gmail.com」（水川）までご連絡ください。また、叢書の見本は、学習セ
ンター６階の同窓会事務所前に展示しています。
　あなたの心に響く一冊が見つかることを願っています。

同窓会だより

クラブ名 日　　時 内　　　　　　　容

歴史クラブ 隔月1回程度の例会 講師を招いて歴史講座を開催したり、課外学習に行ったり
して見識を深めています。

ハチハチクラブ
毎週水曜日

インドネシア語クラブが
始まる前　13：00～

“何でも”クラブですが、健康太極拳を主体にしています。
その他、不定期に旅行やパーティなどをします。

科学わくわくクラブ 原則最終日曜日
午後例会

手軽な実験・工作を行い科学への理解を深め、学校や公民
館などに出前して「科学わくわく講座」を行います。

■ 岡山学習センターの利用時間について �
　・通常は月曜日と祝日を除く、火曜日から日曜日の午前10時から午後6時30分までです。
　・単位認定試験期間は午前９時から午後７時までです。
　・閉所日は月曜日、祝日、年末年始、その他所長が特に必要と認める日です。

■ 情報配信サービス「まなぴー通信」 �
　�　岡山学習センターでは、パソコンまたは携帯電話のメールアドレスを登録された方に向けて最新の学習情報
や行事などのお知らせを「まなぴー通信」としてメール配信しています。（月１回程度）
　�　メールアドレスの登録方法は、岡山学習センターのメールアドレス「okayama-sc@ouj.ac.jp」に氏名・学生
番号・学生種別・電話番号を記載して、件名に「まなぴー通信申し込み」とお書きください。
　　必ず登録を希望するメールアドレスからのメール送信をお願いします。
　�　学習センターに直接お越しいただきまして書面での登録も受け付けていますので、お気軽にお申し込みください。

事務室からのお知らせ

13
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■ 学生証の受け取りはお済みですか？ �
　�　学生証は所属の学習センターで交付します。下記に該当する方はお早めにお受け取りください。
　◆平成26年度第１学期に新規入学または継続入学された方
　　�学生証を受け取る際は、入学許可証（ハガキ）を提示してください。
　◆有効期限（学生証の左下に記載）が平成26年３月以前に切れている方
　　�新しい学生証を受け取る際は、期限切れの学生証を提示してください。

　　※�学生証の交付は事前に「写真票」を提出していただく必要があります。写真票をまだ提出されていない方
は、システムWAKABAの「学生カルテ」から登録するか、大学本部学生課入学・履修係へ提出してく
ださい。

　　　なお、学生証の交付は、写真票を提出してから２週間程度かかります。
　　　あらかじめご了承ねがいます。

■ 駐車場の利用について（１時間以上駐車で有料になります） �
　�　岡山大学津島キャンパス全ての駐車場が利用できます。駐車場を利用する場合、駐車許可証が必要です。
　　駐車許可証の申請は当センター事務室へお願い致します。
　�　�申請の手続き方法や、必要なものなどは「平成26年度　利用の手引き」の８ページから９ページに記載して
いますので、ご参照ください。

　◆駐車料金
　　①一般駐車許可証：年額　2,400円（月割も可能）　　②休日駐車許可証：年額　1,200円
　　③特別駐車許可証：月額　  500円
　
　◆無料サービス券で対応可能なもの
　　①単位認定試験　②面接授業　③特別セミナー　④学位記伝達式・入学者の集い　　
　　⑤特別講演会　⑥１日体験入学　⑦図書館ガイダンス　⑧赤レンガフォーラム　
　※�無料サービス券は、事務室でお渡しいたします。入口ゲートでお取りになった黄色い駐車券の提示をお願いしま
す。

　※随時の通学、研修旅行や大学祭等のイベント、サークル活動はサービス券の対象外です。

■ 人事異動 �
　　平成26年３月31日付けで退職
　　　　　　事務長　　　小橋　雅行
　　　　　　事務職員　　植田　理恵

平成26年４月１日付けで着任

事務長 事務職員

寺門　幹夫 小松原　葉子

14



赤レンガ 37Vol.

　放送大学岡山学習センターに所属する学生および同窓会が推薦した者の中から、「放送大学岡山学習センター
学生相談員」を所長が委嘱しています。学生控室等で新入生・在学生への学生生活・学習上の助言及び相談に応
じます。

岡山県立美術館見学講座　　
日　時：平成２６年８月5日㈫　１0：３0～１２：00
場　所：岡山県立美術館〔定員40名〕
内　容：巨匠の眼�川端康成と東山魁夷

7月　5日㈯ 14：00～16：00 ８月　８日㈮ 10：00～14：00 9月　４日㈭ 10：00～12：00
　　　６日㈰ 12：00～16：00 　　　9日㈯ 11：00～15：00 　　　６日㈯ 14：00～16：00
　　11日㈮ 10：00～14：00 　　1６日㈯ 11：00～14：00 　　　7日㈰ 12：00～16：00
　　1２日㈯ 14：00～15：00 　　３0日㈯ 15：00～16：00 　　1２日㈮ 10：00～14：00

　　２0日㈰
10：00～11：00 　　1３日㈯ 11：00～15：00
15：30～17：00 　　２８日㈰ 11：00～14：00

毎週水曜日 14：00～16：00

第25回　赤レンガフォーラム
日　時：平成２６年８月１６日㈯　１３：３0～（予定）
場　所：岡山学習センター６階　講義室１
第１部　　特別講演
第２部　　赤レンガセミナー受講生のレポート発表
※フォーラムの後は懇親会の予定です。

学生相談員の対応日一覧

平成26年度第１学期行事予定

放送大学開学30周年記念
岡山学習センターホームカミングデイ
日　時：平成２5年１１月４日㈪　１４：00～１5：３0
場　所：岡山大学文化科学系総合研究棟２階　共同研究室
テーマ：｢�古典を読み直すこと、訳し直すこと－困難な

時代を生きるために－｣
講　師：宮下　志朗　氏（放送大学教授）

放送大学開学30周年記念講演会・討論会
日　時：平成２5年１１月９日㈯　１４：00～１5：00
場　所：津山国際ホテル
テーマ：｢地域再生、いつまでも地域で生きる｣
講　師：田城　孝雄　氏（放送大学教授）

岡山県看護協会・放送大学岡山学習センター連携講座
日　時：平成２６年２月６日㈭　１３：３0～１６：00
講　師：高橋　恵　先生
　　　　（聖マリアンナ医科大学病院　副院長・看護部長）
場　所：岡山県看護会館�４階　マスカットホール

第24回　赤レンガフォーラム
日　時：平成２６年２月１5日㈯　１３：３0～１７：00
場　所：岡山学習センター６階　講義室１

《第１部　特別講演》
演　題　「刑事政策における刑務所の役割」
講　師　古田　修一　氏
　　　　（徳島文理大学総合政策学部教授）

《第２部　同窓会主催講演》
第１話　演題　「私の生涯教育」
　　　　講演者：筒井　二千六　さん
第２話　演題　「�学童期における脳の発達に与える因子

について考える」
　　　　講演者：渡邉　則子　さん

《第３部　同窓会主催懇親会兼送別会》

平成25年度第２学期行事報告
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放送大学岡山学習センター　〒700-0082 岡山市北区津島中3-1-1（岡山大学津島キャンパス内）
TEL：086-254-9240　FAX：086-254-9286　e-mail：okayama-sc@ouj.ac.jp

11日㈮　図書・教材 室外貸出停止開始（大学院）
1３日㈰　図書・教材 室外貸出停止開始（学部）
1４日㈪　教員免許更新講習　インターネット配信開始
19日㈯　県立図書館連携子講座
２0日㈰　大学院博士全科生　第２次選考面接試問
２1日㈪　夏期集中科目放送授業開始（司書・看護）
２２日㈫　教員免許更新講習　放送開始
２5日㈮～２7日㈰、２9日㈫～３1日㈭　単位認定試験

　1日㈮　臨時閉所日
　２日㈯～３日㈰　単位認定試験
　5日㈫　臨時閉所日
　　　　美術館見学講座
15日㈮　第２学期科目登録申請受付開始
　　　　修士全科生出願受付開始
　　　　夏期集中科目通信指導提出期限（看護・司書）
1６日㈯　第25回赤レンガフォーラム
２３日㈯～２４日㈰　教員免許更新講習　修了認定試験
２４日㈰　教員免許更新講習　インターネット配信終了
３0日㈯　第２学期科目登録申請受付期限（郵送）
３1日㈰　第２学期科目登録申請受付期限（ＷＥＢ）
　　　　　第２学期　学生募集受付締切
　　　　　大学院修士全科生　出願受付締切

1３日㈯　図書館連携講座
２1日㈰　第1学期　卒業証書・学位記授与式
　　　　　第２学期　入学者の集い
２６日㈮～２7日㈯　夏期集中科目　単位認定試験（看護）

HP： 岡山学習センター 検索


